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08/09・米法人税15％下げ困難 オバマケア見直し・税「国境調整」頓挫で財源不足 

  ・中国、対外投資46％減（1-6月）資本流出規制響く 外資の対中投資も鈍る 

  ・北朝鮮「グアム周辺に発射検討」 広島などの上空通過 

 

08/10・北朝鮮リスク市場警戒 日経平均一時335円安 アジア株下落 ＜１＞ 

    米朝応酬緊迫化で「有事の円買い」1ドル＝109円台後半 

 

08/11・中国、通貨防衛緩めず 人民元切り下げ2年 下落圧力に政策次々 ＜２＞ 

    海外でのカード利用も監視 党大会控え威信を優先 滞留資金、不動産に流入 

 

08/12・米朝応酬 トランプ氏強硬「軍事的解決の準備は整った」とツイート 

    アジア株、再び全面安 円、一時108円台後半 

 

08/13・日銀資産FRB超え 6月末500兆円4.56兆ドル、FRBは4.46兆ドル 

 

08/14・GDP（4-6月年率）4.0％増 6期連続プラス  

    雇用逼迫、内需動かす 消費堅調も物価なお伸び悩み 

 

08/15・日米首脳電話協議 北朝鮮ミサイル阻止連携 ＜３＞ 

    金正恩氏、発射計画巡り「米の動き見守る」 

  ・日経平均4日続落 計500円超下げ 北朝鮮リスク警戒 

  ・米大統領、中国調査を指示（14日） 知的財産侵害 通商301条制裁視野 

    北朝鮮問題に焦り、通商で対中圧力 制裁なら報復、中国が示唆 

   

08/16・米産業界、政権と距離 白人至上主義巡り「双方に非」対応批判 ＜４＞ 

    助言役辞任相次ぐ インテルやメルクCEO ホワイトハウス側近人事にも飛び火 

  ・イラン大統領、米に警告「制裁続けば核合意離脱も」 

  ・ティラーソン米国務長官「北朝鮮との対話、金氏の対応次第」 

 

08/17・トランプ氏、助言組織解散 白人主義巡る対応に抗議の辞任相次ぎ 

  ・7月FOMC（米連邦公開市場委員会）議事要旨 低インフレ懸念で利上げ慎重論 

  ・7月輸出13.4％増 米国向け車・部品けん引 米シェール輸入で黒字は縮小 

 

08/18・２プラス２（日米外務・防衛担当閣僚協議、17日ワシントン）＜５＞ 

    日本、自国防衛の役割拡大 弱まる米に備え自衛隊、共同対処へ 

    陸上型イージス導入 防衛費伸び0.8％超へ 財政健全化目標に影響も 

  ・習氏、米中協力呼びかけ 訪中米軍制服組トップと会談 

 



 


